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１．はじめに
２．電気学会におけるCPDの概要
３．アンケートの実施（続けるべきか？）
４．電気学会CPD部会のアクションプラン
５．社会のニーズに対応した教育分野
６．情報提供と利便性の向上
７. 産業界でのCPD認知度向上と記録の活用
８．アクションプランの成果
９．今後の課題と期待
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＜技術者の役割とCPD(継続研鑽)の必要性＞
・いくつかの不祥事（VWや三菱自動車など）の発生→社会から
の不信感
「技術者」が社会で評価され、信頼されるためには

①社会に正直さをもって貢献するという倫理感
②常に専門知識及び資質を向上するという継続研鑽

（CPD；Continuing Professional Development)
が必要である。 →国家資格「技術士」の責務の一部

＜電気学会としてのCPD活動＞
2005年 2月（継続教育部会として設置）
2008年12月（CPD部会へ改名）
2009年4月 CPD管理システムを用いたCPD支援開始
今後の会員サービスとしてどうするか、2015年度に

アンケートを実施した。
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継続研鑽のシンポジウム、研修会などは、本部や各部門（５
部門）、各支部（9支部）で研鑽の場を提供

全国大会（１回/年)
シンポジウム（約３５件/年）
一般講演（論文）

部門大会(５部門とも１回/年）
特別講演
一般講演（論文）

支部大会
研究会（約50分野で約200回/年）
研修会・講習会（産業応用フォーラム、専門講習会、規格講
習会など）



研究会や研修会は、電気学会HP上でイベントカレンダーにて
情報を提供。

2.2 研鑽の場の提供と情報の提供
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CPDは下記の5つのパターンがある。
＜参加学習型＞
講習会、講演会、研究会、全国大会、部門大会、シンポジウムなどへの参加

＜情報提供型＞
研究発表、部門誌への論文発表、各種調査専門委員会・技術委員会などへ

の参加
＜実務学習型＞
企業内研修、OJT 

＜自己学習型＞
学会誌購読、学術誌・専門誌の購読、通信教育

＜社会貢献型＞
各種調査専門委員会，技術委員会，標準化活動などへの参加。
講演会の講師，教材開発など

⇒各項目について、時間と重み係数でCPDポイントを計算、
登録、記録し実績証明書も発行できる。（千葉市ではCPD実
績証明書の運営団体として認定）



CPD登録会員
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利用者受付

ＣＰＤ実績の自己登録、記録確認

CPD実施記録証明書の申請

パスワード変更

CPD実施記録証明書の送付

電気学会事務局

PC

ＡＳＰ（東京コンピュータシステム）

Server
●電気学会・電子情報通信学会

情報処理学会共通ソフトウェア

・初期パスワードの作成

・CPDポイント登録

・記録の保管

・電気学会CPDポイント計算式

・CPDポイント付与

・ＣＰＤポイントに関する

問合せ窓口

・CPD実施記録証明書の発行

（活動記録の確認含む）

InternetＣ
Ｐ
Ｄ
登
録
会
員
マ
ス
タ

（Ｉ
Ｄ
、
会
員
番
号
な
ど
）

ＣＰＤ登録会員申請書の送付

初期パスワード（メール）

Ｃ
Ｐ
Ｄ
実
施
記
録
証
明
書

初
期
パ
ス
ワ
ー
ド
（フ
ァ
イ
ル
転
送
）

事務局メニュー

・初期会員登録、
ファイル転送
・会員登録変更
・活動履歴表示

ＣＰＤ登録会員申請書（書類）の送付
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３年前に、CPDについての疑問が呈された。
・会員が本当に必要としているか？
・システム運用のコストはメリットに見合うのか?

⇒会員の意見を聞くためにアンケートを実施
（会員へのメールベース）

結果については
平成28年度 日本工学会シンポジウムで紹介済み

(http://www.jfes.or.jp/_cpd/topic/topic20160801_sympo201
60527_05.pdf)

http://www.jfes.or.jp/_cpd/topic/topic20160801_sympo20160527_05.pdf


9

実施時期：2015年7月～8月
実施方法：メール配信によるお願いとWEBベースでの実施

回答者 （685件 会員の約５％）

B:20代

7%

C:30代

14%

D:40代

23%

E:50代

31%

F:60代

19%

G:70代

5%

H:80以上

1%

回答者の年齢層比率

B:20代

C:30代

D:40代

E:50代

F:60代

G:70代

H:80以上
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H:その他の内容
建設業×5 退職×4 電気工事業×3 コンサルタント個人事業×3 建設業電気工事×2

営業×2 団体×2

A:研究機関

8%

B:教育機関

19%

C:メーカ

36%

D:ユーザ

20%

E:ｻｰﾋﾞｽ業

4%

F:学生

3%

G:シニア

3%

H:その他

7%

回答者の所属比率

A:研究機関 B:教育機関 C:メーカ D:ユーザ

E:ｻｰﾋﾞｽ業 F:学生 G:シニア H:その他

3.3 アンケート結果②

産業界が
６割以上
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A:組織教育

28%

B:学協会教育

17%

C:民間教育

11%
D:大学講座

4%

E:遠隔教育

6%

F:学協会活動

28%

G:その他

6%

自己研鑚の内容比率

A:組織教育 B:学協会教育 C:民間教育 D:大学講座

E:遠隔教育 F:学協会活動 G:その他

3.4 アンケート結果③

学協会活動・教育と
組織内教育が多い。
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A:学協会登録

6%

B:組織制度

12%

C:個人記録

16%
D:記録なし

64%

E:その他

2%

自己研鑚活動の記録方法

A:学協会登録 B:組織制度 C:個人記録 D:記録なし E:その他

3.5 アンケート結果④

記録していない人
がほとんど
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問９：電気学会に
CPDポイント制度が

あるのを知っていま
したか？

A:はい

32%

B:いいえ

68%

CPDという言葉を知っていたか

A:はい B:いいえ

A:はい

21%

B:いいえ

79%

電気学会CPDポイント制度を知っていたか

A:はい B:いいえ

3.5 アンケート結果⑤
「CPD」の認知度
が低い。
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A:既に登録会員

3%

B:登録しよう

8%

C:いずれ登録

40%

D:しない

20%

E:わからない

29%

電気学会CPD登録会員へ

登録するか

A:既に登録会員 B:登録しよう C:いずれ登録 D:しない E:わからない

3.6 アンケート結果⑥

機会あれば登
録利用する人
が増えそう。



(1)アンケート回答者は地道に自己研鑽を続けている。内容は
組織内教育や学協会教育が活用されている。

(2)CPD及びCPD登録制度の認知度は低かったが、CPD登録制
度を将来利用したいという会員も多い。

ポイント制度に疑問をもつ意見もあるが、自己研鑽の励みに
なるという意見も多数あった。

(3)学会としては全国大会、部門大会、支部大会、研究会、学会

誌、研修会、技術委員会など自己研鑽の場の提供を実施して
いることが評価されている。

3.7 アンケート結果のまとめ

15



アンケート結果を受けて、会員に何を提供すべきかを検討し、
次のアクションプランを計画。

①CPDの意義のアピール（社会への説明責任と社会の多様化
に対応する技術者という概念）

②電気学会の会員へのCPD登録システムの情報提供

③CPD登録会員の継続的なCPD活動の支援

④産業界におけるCPD認知度と登録会員への評価の向上

⑤CPD認定会員のメリット向上（本の割引率アップなど）

4.1 電気学会CPD部会のアクションプラン
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目標：2017年度で、登録会員を200名以上に
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研鑽の計画

自己研鑽実施

知識能力の向上

研鑽の記録

資格

会社・組織へ
の提示

組織内評価
の向上

社会評価

・技術者倫理
・専門技術
・専門外知識
（リベラルアーツ）

学会誌、大会、研修会、
技術委員会等

ＣＰＤ登録システム

提供

支援

改善 ①

④

③②
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信頼される技術者としては説明責任が要求される。

技術者に対し、社会＆企業経営者が特に重要と考えている下
記の項目が重要。

①高い倫理感

・社会課題を解決する手段の提供（社会への貢献）

・技術による環境の悪化やデータ改ざんなどの不正はしない。

（Honesty & Transparency）

②継続研鑽

・最新の技術を常に学習

・社会の広い視野をもつための学習

(専門技術＋リベラルアーツ）



柘植、日本工学会CPD協議会シンポジウム資料（2016)

5.2 エンジニアリング・リベラルアーツの生涯学習
学
び
直
し
、
生
涯
学
習
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倫　理 A 技術者倫理

環　境

技術動向

マネージメント手法
｜
｜

電気基礎
電気機器

｜
｜

一般共通
分野

B

C
専門技術
分野
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・技術者倫理を継続研鑽していることを、示すために、教育分
類において「倫理」を、表出しする。

（例えば、技術士の国際資格であるAPECエンジニアの更新で
は、「倫理」のポイントが義務付けられている。）

・一般共通分野に「リベラルアーツ」を追加

倫　理

環　境

技術動向

マネージメント手法
｜
｜

電気基礎
電気機器

｜
｜

A

B

一般共通
分野

専門技術
分野

リベラル
アーツ



会員へのメールマガジンでの登録会員の勧誘

・イベント（教育分類の変更、QRコード提供など）に

合わせて登録の推奨

・CPD登録のメリットなど

6.1 メルマガによる情報提供（施策② ）
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【電気学会メールマガジン】 ★★会員サービス活用のおすすめ ～便利なCPD記録管理（無料）～★★

■□ □■
□ 一般社団法人電気学会 IEEJ ニュース □
□ 2016.8.3 http://www.iee.jp/ □
■□ □■

情報提供：技術者教育委員会 CPD部会
-------------

CPDは企業における昇級・昇格・異動時の技術者評価，入札時等における企業評価，
資格更新時におけるエビデンスなどとしても活用されます。また，CPDは学生時代か
ら行うことが有効であり，将来，技術士，博士号，電気主任技術者等の資格取得に
あたって技術の基礎を作るのに適しています。

-------------



・全国大会や部門大会でのシンポジウム、倫理研修会などで

QRコードによる情報提供（会場に掲示：スマホで入力可能）

→QRコードからCPD登録用ホームページに

・自動登録は実施せず、登録会員がスマホまたはパソコンでコ
ピー＆ペーストで登録する。（将来ニーズが増えた段階で自動登
録システムを検討。）

6.2 QRコードによる情報提供と利便性向上（施策③）
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開催地 東京理科大学 森戸記念館 第１フォーラム 

対象日 2017.08.22 

証明書用

タイトル 
電気学会第 10 回技術者倫理研修会 

教育分野 A 倫理 

活動分類 
I-110 学協会・大学等の主催する大会、研究

会、講演会などへの参加、聴講 

単位 3.8 時間 

 
備考 講演１ 社会における科学技術のガバナンスと専門家の役割 

城山英明（東京大学 公共政策大学院・法学政治学研究科 教授） 

講演２ 不当なリスクとリスクガバナンス 

山口 彰（東京大学大学院工学系研究科 原子力専攻 教授） 

講演３ 倫理が科学技術に追いつくことができない社会 

島薗 進（上智大学大学院実践宗教学研究科・教授、同グリーフケア

研究所所長） 

パネルディスカッション 

 （CPD 実績登録システム URL） https://service.kktcs.co.jp/smms2/c/iee/cpd/Main.htm 

（CPD 会員登録システム URL 未登録の方） http://www.iee.jp/?page_id=3943 

 



（１） 1年のCPD記録を確認して自己研鑽のPDCAを回せること及
び組織内の評価に使えるように、年度末に簡単にCPD記録を印
刷できることをリマインドするメールを送信。

（２）学会に関連する産業界幹部に、この登録会員のCPD記録を
人材評価の参考にするようお願いのレターを発行した。（3月）
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電気学会に関連する企業幹部の皆様
-------
-------

つきましては、再度のお願いで恐縮ですが、各自の研鑽のインセンティブを上げ
るためにも、貴企業内において、継続研鑽の推奨とともに、登録会員からCPD記録
を提示された場合には、企業内での人事評価の一助としていただきますようお願い
申し上げます。なお、CPDについては、電気学会だけではなく、日本技術士会や他
学会も実施しておりますので同様にご配慮いただければ幸いです。
今後も引き続き、企業に働く技術者への継続研鑽のご理解とご推奨をお願い申し

上げます

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjI0P-d2rTSAhWEW7wKHeQFB28QjRwIBw&url=http://ameblo.jp/printer-ad/&psig=AFQjCNE0cxAqVyYJ7XjoIyKKTOKDCj1brQ&ust=1488437031167710
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjI0P-d2rTSAhWEW7wKHeQFB28QjRwIBw&url=http://ameblo.jp/printer-ad/&psig=AFQjCNE0cxAqVyYJ7XjoIyKKTOKDCj1brQ&ust=1488437031167710
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研鑽の計画

自己研鑽実施

知識能力の向上

研鑽の記録

資格

会社・組織へ
の提示

組織内評価
の向上

社会評価

・技術者倫理
・専門技術
・専門外知識
（リベラルアーツ）

学会誌、大会、研修会、
技術委員会等

ＣＰＤ登録システム

提供

支援

改善
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図１．CPD登録会員の推移 図2．実施記録証明書件数の
推移

成果として、CPD登録会員の増加（200名以上）と学会員への証明書発
行増加 （補足：実施証明書が有用な技術者の学会への入会も増加）
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＜今後の課題＞
（１）産業界においてCPDの認知度はまだ相当に低いのが実状
である。認知度を向上させて、CPDが企業としても価値があり、
それが社会への説明責任の一部になると認識させること。
→各学会や日本技術士会などが連携したキャンペーンが必要
（日本工学会に期待）

（２）技術者個人としても、自らの価値を高めるためにも、CPD記
録を残しPDCAを回すことを認識するキャンペーンの継続。
（３）資格とリンクしないCPD活動は限界があり、CPD活動が技
術者として評価される資格制度が望ましい。
＜今後の期待＞
（１）最近、技術士の更新制とCPD確認が議論されている。学会
CPDがそのCPD記録に活用できるようになれば、CPD活用の
ニーズが増え、認知度も向上することが期待される。


